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1/15 会 長 時 間   金好会長 

皆様、新年明けましておめでとうございます。旧年中、

ロータリーでは上半期 6 ヶ月になりますが、皆様のご協

力、ご支援のおかげを持ちまして無事終える事が出来まし

た。改めて感謝を申し上げたいと思います。ありがとうご

ざいました。さて 2018 年平成 30 年がスタート致しまし

た、思えば、小渕官房長官が「新しい年号は平成でありま

す」と発表して 30 年なんですね。本当に時間の経過の早さ

を改めて思い知らされております。皆様も 30 年前を思い出

してみてください、髪も豊富でシミもシワもない若かりし

時代を。先週 1 月 9 日私は東広島青年会議所の新年互礼会

に初めて出席して参りました。彼らの若さと行動力、元気

さには、いつも驚かされますが、何より驚いたのは最後に

出席者全員で作った輪の大きさでした、この会場一杯足りなくなる程の大きさでした。私がロー

タリーに入会した時初めて出席したこの 3 クラブ合同例会の輪と同じくらいの大きさでした。会

員が減少してしまった現在のロータリークラブの現状を改めて実感する事にもなりました。我が

クラブの先輩会員の方から言われる言葉があります「東広島には素晴らしい人材はたくさんおる

のよ、お前らが真剣に入れようとせんけん、会員が増えんのよ」確かにそうなんですね。昨年

は、東広島 RC 正原会長、荒谷幹事様のお世話により、初めて 3 ロータリークラブ、商工会青年

部、JC のメンバーによる交流会を開催する事が出来ました。これからの東広島市を担う方々は

たくさんいらっしゃいます。素晴らしい方はたくさんいらっしゃいます。会員が減少してしまっ

ている一番の原因は、我々会員のロータリーに対する情熱が少し減ってきているせいでもあるの

ではないでしょうか。勿論情熱を傾けて頑張っていらっしゃる方もおられます。全体的な雰囲気

の中で私が感じていることなのですが。私は、残り半年会員拡大に少し目を向け、力を注いでい

こうと思っています。皆様の力を集結して、ロータリークラブの良さ、会員親睦の楽しさをアピ

ールしていこうではありませんか。皆様方の益々のご協力、ご支援をお願いしたいと思います。

最後に、新しく迎えた 2018 年が今日ここにご参集されました皆様の益々のご発展とご健勝を祈

念致しまして新年の挨拶とさせて頂きます。ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 

◇◆◇  プログラムの予告  ◇◆◇ 
  2 月  1 日(木) ロータリー創立記念にちなんで 

2 月  8 日(木) 西条 RC奨学生 屈 凌様 （西条 RC 奨学会委員会） 

2 月 15 日(木) 例会休会 

2 月 22 日(木) 情報集会の発表(クラブ研修(情報提供）委員会） 

“ ROTARY : MAKING A DIFFERENCE “ 

西条 RC 2017-18 ﾃｰﾏ 「足元を見つめなおしてみよう！ロータリーに変化を」 



前回 (1/15) のプログラム ＜ ３クラブ新年合同例会 ＞  
 
新年祈願祭 （御建神社宮司 三善 孝昭様） 

 
東広島２１ロータリークラブ 
為岡 進会長 
あけましておめでとうございます。３クラブ新年合同例会の今

年度幹事を務めさせていただきます。東広島２１ロータリークラ

ブの会長為岡と申します。本年もどうぞ、よろしくお願いいたしま

す。 
さて、昨年は、日本のロータリークラブにとっても大きな転換点

となったのではないかと思います。それは、国際ロータリーの決定

によって、ロータリーの例会開催規定が大きく緩められたからで

あります。 
2710 地区にある 73 クラブの内、25 のクラブが例会数などの変

更を行いました。例会を人生の道場として、最も大切にしてきた、

日本のロータリアンにとっては大変大きな変化ではないかと思います。会員数が伸び悩む中で、毎

月の例会数を減らす傾向が今後も続くと予想されます。 
実際、私たちのクラブも次年度に向けて、例会数の変更を真剣に議論していきたいと考えており

ます。日本のロータリーにとって、この変化がよい方向に進むのか、あるいは悪い方向に進むのか、

今の時点では、まだ分かりません。ただ、一つだけ言えることは、ロータリーでは、不易流行とい

う言葉がよく使われますが、変えていいものと変えてはならないものをしっかりと見極めて、クラ

ブ運営を行っていくことが大事ではないかと思います。 
戌年は今まで築いたものを守っていくと同時に、次なるステップへの準備の年とも位置付けら

れております。私たちのクラブは会員数の少ないクラブではございますが、新しい目標に前向きに

取り組んでいきたいと思っておりますので、今年度もご支援ご指導をよろしくお願いいたします。 
そして、本年が、皆さんにとってよい年でありますように祈念させていただきます。どうもあり

がとうございました。 



東広島ロータリークラブ 
正原 孝司会長  
まずもって、本日３ロータリークラブが集まり恒例の互礼会

が出来る事を、当番である東広島２１ロータリークラブの皆さ

まにも感謝申し上げます。又、本年も東広島ロータリークラブ

を宜しくお願い申し上げます。 

さて、今日は 1月 15 日で小正月です。この 15 日までが松の

内と呼ばれています。地域によっては、小正月は『家庭的な行

事を行う日』とされていて、女性の正月ともよばれ、日頃の、

特に正月に忙しく働いた女性をねぎらい、アズキがゆを食べて

1 年間の無病息災を祈願するという風習があるみたいでありま

す。 

そういった意味で本日は、いろいろな事をお願いするのには(縁起の良い日だなあ)と思ってお

ります。又、昨年 7月 18 日の３クラブ合同夜間例会でもお願いし、この地区 3ロータリークラブ

合同で商工会青年部と青年会議所との会を持ちロータリークラブをご理解して頂き今後の会員拡

大にもつながればという試みもさせていただきました。 

現在、東広島ロータリークラブの平均年齢が約 62.7 才という事であり、会員増強が重要かつ急

務なことと思っております。 

そういった意味であと私の年度 6 ヶ月ありますが、会員増強とクラブ奉仕・親睦に注力したい

と考えております。 

又、東広島ロータリークラブの後半は取り立てて大きな事業は有りませんが 3月 24 日の西条 RC

主管での 1M への参加協力に注視したいと考えております。 

 終わりになりますが、3ロータリークラブ益々の隆盛と(アクションのあるロータリー活動)会

員皆さまのご健勝とご多幸を祈願申し上げ又、後半戦の御指導・御協力・御支援も重ねてお願い申

し上げ年頭のあいさつとさせて頂きます。 

 

前垣壽男ガバナー補佐代理挨拶及びＩＭのご案内 

新開 洋一 ＩＭ実行委員会委員長  

三クラブからご参集の会員の皆様、あけましておめでとうござ

います。本日は前垣壽男ガバナー補佐が所用で欠席しております

ので、ガバナー補佐幹事として、またＩＭ実行委員会委員長とし

て新年のご挨拶をさせて頂きます。 

ご承知の様に今年は私達のクラブでＩＭを主催させて頂きま

す。IM のテーマは「地球の明日を考える～水について～」です。

会場はグランラセーレ東広島で 3 月 24 日 13 時 30 分受け付け開

始、14 時より本会議を開催致します。   

本会議では広島大学名誉教授安藤忠男先生によるテーマに関連した基調講演を頂きます。これ

までのIMでは基調講演の後パネルディスカッションという形式がほぼ定型化して行われてきまし

たが、今回はパネルディスカッションの形式はとらず、テーマに沿った SDGｓ（持続可能な開発目

標）に関する基調講演を頂き、講演後に前垣壽男ガバナー補佐の司会によるフロアーの方々との意

見交換を行う予定です。 

SDGs と言う言葉は耳慣れない言葉ですので、今日は SDGs に関して少し説明させて頂き、次いで

IM のテーマ「地球の明日を考える～水について～」と SDGs の関連について少し説明させて頂きま

す。SDGs は、2015 年に国連で全 193 加盟国が合意した開発・環境・地球的課題・人権・平和を包



括した目標です。人類の発展方向を示す明確で具体的な理想像を描いております。現在地球が抱え

る様々な危機的状況に対して、17 の具体的な目標と１６９の標的を設定し、個人･企業・国が具体

的な取り組みを行ってその結果を数値化評価することで、2030 年までにそれぞれの目標を達成す

る事を目指しています。 

SDGｓの 17 の目標には、貧困、飢餓、教育、自然環境など幅広い設定があります。一方ロータリ

ーには財団の六つの重点項目があります。今回のＩＭではロータリー財団の六つの重点項目一つ

である「水」に焦点を当て、SDGs とロータリー活動について皆様で考えたいと思います。 

本会議の後は、17 時 30 分から同じ会場で懇親会を開催致します。ご多用中とは思いますが多く

の会員の皆様方のご参集をお願い致しまして、本日の前垣ガバナー補佐代理の挨拶、及び IM のご

案内とさせて頂きます。 

 

次年度会長・幹事紹介 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
西条ロータリークラブ 

山田 謙慈会長エレクト／奥本 哲之幹事エレクト 

皆さん、あけましておめでとうございます。 

今年度ももう半年となりいよいよ次年度の準備をしていく

時期となっております。次年度 西条ロータリークラブの会長

を拝命いたしました 山田 です。また幹事予定者の奥本哲之

（てつし）君です。どうかよろしくお願いいたします。 

近年、ロータリーを取り巻く環境は社会的にも経済的にも厳

しいものと言わざるを得ません。こうした情勢の中で、我々に

必要なことはこれにどう対処するかではなく、ロータリーは何

をなすべきかを追求することでありましょう。 

不勉強ではありますが、ロータリーが目指すもの、あるべき姿に想いを致し、初心に戻ってロー

タリー活動に精励したいものと考えます。また次年度は当クラブの創立５５周年にあたります。皆

様方のご支援、ご指導を引き続き賜りたく心よりお願い申し上げます。 



東広島ロータリークラブ 

田中 祐太郎会長エレクト／武田 佳樹幹事エレクト 

 皆様、明けましておめでとうございます。東広島 RC 会長エレ

クトの田中です。同じく、幹事エレクトの武田でございます。

皆様方には、すがすがしい新春を迎えられたことと、心よりお

慶び申し上げます。 

昨年も世界で日本で、明るい話題、暗い出来事が多くありま

したが、当クラブでは、昨春、創立 30 周年を迎えることが出来

ました事は、ひとえに西条 RC の皆様・東広島 21RC の皆様のお

かげと、大変感謝する次第であります。あらためてお礼申し上げます。 

さて、次年度の活動方針は、ただいま、正原会長のスローガン、「温故知新～温故壱心」のもと、

クラブ奉仕と職業奉仕に重点を置き、クラブ員一同、心を合わせて活動しておりますが、やっと半

年を過ぎたところとで、活動に追いかけられている状況でございます。 

そんなわけで、まだまだ先の事と知恵が回らず、未策定の状況でございますが、幹事エレクト

共々、ロータリー経験が浅く、活動にあまり精進していない為、次年度は、先輩諸氏より、小突か

れ、叩かれ、色んな経験を積んでいく年度になっていくと思っています。 

更に元気で活気あふれるクラブとなりますよう尽力する所存でありますが、 

内気ですぐへこむ性格ゆえ、皆様方の絶大なる寛容の精神をもって、ご指導ご鞭撻をたまわりま

すよう、よろしくお願い申し上げ、挨拶とします。 

 

東広島２１ロータリークラブ 

土肥 慎二郎会長エレクト／財満 賢二幹事エレクト 

あけましておめでとうございます。 

次年度、東広島２１ロータリークラブの会長をさせていただく土

肥慎二郎と申します。会長としては 2回目の登板になります。また、

幹事を務めていただくのはすでに 2 回も会長をしている財満さんで

す。どうかよろしくお願いします。 

8 年前に会長をさせていただいたときは、自分のノルマで精一杯で

したが、次はクラブ全体のことを考えていきたいと思います。 

具体的には、今年度の為岡会長がされたことを受け継いで、今後の２１クラブがどうなるのか、

創立 20 周年にはどんなクラブになっているのか、ということを会員の皆さんと話し合って、細則

の変更を含めて実行に移していきたいと思います。これからもご指導のほど、よろしくお願いしま

す。 
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出席報告 

会 員 数 39 名  出 席 者 26 名 

来 訪 者 17 名  欠 席 者 10 名 

免 除 者 3 名  出 席 率 99.74％ 

12/21 の欠席 10 名  メークアップ 10 名 

   通算出席率 99.74％ 

お客様 

お客様 

東広島ＲＣ 16 名 

西条ＲＣ奨学生 屈 凌 様 


